
「明
日

へ
′
神
戸
」

鍔鞠欲狙酪　全
日

本

実

業

柔
r

道

団

体

対

抗

大

会

報

告
書

明
日

へ
／
神
戸
　
労
働
大
臣
杯
争
奪
第
４７
回
全

日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
は
５
月
３．
日
～
６

月
１
日
の
両
日
、
神
戸
市
須
磨
区
緑
台

（神
戸
総

合
運
動
公
園
内
）
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
に
男

子
１１８
チ
‐
ム

（１
～
３
部
）
腑
人
、
女
子
１６
チ
‐

ム

（１
～
２
部
）
７５
人
、
計
９０‐
人
を
集
め
て
熱
戦

を
展
開
し
た
。
今
大
会
の
特
徴
は
初
め
て
国
際
ル

ー
ル
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。

初
日
行
わ
れ
た
、
男
子
第
二
部

（２８
チ
‐
ム
）

は

一
部
か
ら
降
格
し
た
東
芝
が
ダ
イ
コ
ロ
を
降
し

て
初
優
勝
し
、
三
位
綜
合
警
備
保
障
、
日
本
道
路

公
団
と
と
も
に
以
上
四
チ
ー
ム
が
来
季
の

一
部
入

り
を
決
め
た
。
女
子
第
二
部

（■
チ
ー
ム
、
二
人

制
）
で
は
塩
谷
建
設
と
肥
後
銀
行
が
１
対
１
の
末
、

代
表
戦
と
な
り
、
塩
谷
建
設
が

「効
果
」
を
取
っ

て
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

最
終
日
の
男
子
第

一
部

（１１
チ
ー
ム
）
は
旭
化

成
が
三
連
覇
を
目
指
す
新
日
本
製
鐵
を
１
対
１
の

同
点
な
が
ら
内
容
勝
ち
で
４
年
ぶ
り
６
度
目
の
優

勝
旗
を
握
っ
た
。

同
第
二
部

（７９
チ
‐
ム
）
は
初
参
加
の
二
十

一

世
紀
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
大
末
建
設
を
４
対
１

の
大
差
で
破
り
、
早
く
も
次
年
度
第
二
部
突
入
の

″
ス
ピ
ー
ド
出
世
″
と
な
っ
た
。

注
目
の
女
子
第

一
部

（５
チ
ー
ム
）
は
５
人
制

総
当
た
り
の
結
果
、
全
勝
同
士
の
ダ
イ
コ
ロ
対
ミ

キ
ハ
ウ
ス
の
大
阪
対
決
と
な
り
、
気
迫
に
ま

さ
る
ダ
イ
コ
ロ
が
、
４
対
１
の
大
差
で
初
優

勝
を
飾
り
、
ミ
キ
ハ
ウ
ス
の
３
連
勝
を
阻
止

し
た
。
な
お
、
初
日
の
開
会
式
で
平
成
８
年
度
年

間
最
優
秀
選
手
と
し
て
永
野
重
雄
杯
が
ア
ト

ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
７‐
地
級
金
メ
グ
ル
の

中
村
兼
三
４
段
（旭
化
成
工
業
）
に
、
宮
崎
輝

杯
が
同
６‐
地
級
金
メ
グ
ル
の
恵
本
裕
子
３
段

（住
友
海
上
火
災
保
瞼
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
た
。

開
会
式

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
（
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
）

に
整
列
し
た
精
鋭

一
三
四
チ
ー
ム
③

部襲ザ甲舜地二」響

ゝ マ
.「気 ヽ .
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６
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開会式であいさつする松本甫副会長

開会式で歓迎の挨拶をする笹山幸俊神戸市長

平成 8年度最優秀選手賞を受賞した中村康三・忘本裕子両選手



旭
化
成
４
年
ぶ
り
６
度
目
の
優
勝

薄
氷
の
一
進

一
退

決
勝
の
先
鋒
戦
で
は
、
４
月
の
全
日
本
で
ベ
ス

ト
４
入
り
し
好
調
の
新
日
鐵
石
田
は
勝
負
に
出
た

が
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め
ず
、
引
き
分
け
。
波
乱
は

中
堅
戦
に
入
っ
て
一
挙
に
起
き
た
。
全
日
本
選
手

権
大
会
３
位
の
増
地
に
対
し
、旭
化
成
主
将
・下
出

の
右
内
股
が
、
う
な
る
。増
地
耐
え
て
か
ら
の
左
大

内
刈
、
小
外
掛
は
下
出
が
返
し
て
「効
果
」
と
な
る
。

【
弾

「慌
て
る
な
増
地
、
い
ま
の
で
い
い
、
追
い
込
ん

で
追
い
込
ん
で
」
（控
え
席
で
吉
田
秀
彦
ほ
か
の

士Ｅ
更
に
後
半
下
出
、増
地
が
場
外
近
く
で
回
り
込

も
う
と
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
内
股
で
「技
あ
り
」
を

奪
う
。
増
地
奮
然
と
小
外
掛
で
「効
果
」
取
る
も
及

ば
ず
。
″副
将
築
原
の
前
に
１
点
を
″
と
い
う
新
日

鐵
（岡
泉
淳
監
督
）
の
狙
い
は
外
れ
、
誤
算
を
招
い
た
。

旭
化
成
の
案
原
と
新
日
鐵
孝
ャ
プ
テ
ン
吾
斧
、

と
も
に
地
元
兵
庫
県
出
身
、
天
理
大
で
は
養
父
が

２
年
上
だ
。
し
か
し
身
長
１８３
ｃｍ
の
養
父
に
対
し
、
１９０

硼
の
案
原
は
左
内
股
で
先
手
猛
攻
を
開
始
、
押
さ

れ
気
味
の
養
父
ま
ず
「指
導
」
を
受
け
る
。
養
父
の

右
支
釣
込
足
に
案
原
ひ
ざ
を
つ
く
場
面
も
あ
る
。

動
き
が
止
ま
り
両
者
に
「指
導
」
で
２
度
目
の
養
父

「注
意
ス
有
効
同
等
）
と
な
る
。
形
勢
不
利
の
養
父
、

ラ
ス
ト
５
秒
前
、
果
断
の
大
内
刈
で
案
原
の
巨
体

を
倒
し
「有
効
」
の
宣
告
。
こ
れ
で
先
刻
の
「注
意
」

は
相
殺
さ
れ
て
消
え
、
案
原
に
付
い
た

「指
導
」

だ
け
が
残
っ
た
か
ら
養
父
執
念
と
沈
着
の
逆
転
劇
。

１
対
１
。
し
か
し
内
容
は
旭
化
成
が
ま
さ
る
。

大
将
戦
は
新
日
鐵
が
攻
め
、
旭
化
成
は
引
き
分
け

れ
ば
い
い
。
開
始
３０
秒
、
岡
泉
弟
の
背
負
投
に
中

村
そ
の
ま
ま
組
み
敷
か
れ
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
の
宣

告
な
し
。
岡
泉
、
な
お
も
中
村
を
抑
え
に
か
か
る

が
（新
日
鐵
サ
イ
ド
か
ら

″入
っ
た
、
入
っ
て
る
″

の
士じ
上
体
は
返

っ
て
い
て
も
脚
部
は
残

っ
て
い

る
。
驚
く
べ
き
中
村
の
柔
軟
性
を
見
た
。
つ
い
に

「抑
え
込
み
」
の
宣
告
な
く
、
寝
技
の
攻
防
解
け
、

新
日
鐵
は
一
太
刀
及
ば
な
か
っ
た
不
運
を
嘆
い
た
。

歴
史
に

「も
し
も
」
は
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
旭

化
成
は
１０
月
パ
リ
の
世
界
代
表
二
人
が
黒
星
を
喫

す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
薄
氷
を
踏
む
思
い
の
勝

利
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

久
し
ぶ
り
の
優
勝
に
感
激

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト旭

化
成
・
樋
川
　
純
監
督

下
出
が
取
っ
て
イ
ケ
る
と
確
信
し
た
。
ま
さ
か

案
原
が
取
ら
れ
る
と
は
…
…
。
み
な
堅
く
な
っ
て

い
た
が
、
普
通
の
集
原
だ
っ
た
ら
、
あ
ん
な
こ
と

は
な
い
。
優
勝
を
意
識
し
た
の
で
は
？
作
戦
と
し

て
は
前
の
方
で
１
点
取
っ
て
後
半
を
楽
に
し
た
か

っ
た
。
そ
の
通
り
に
は
い
か
な
い
。
相
手
オ
ー
ダ

ー
は
予
想
通
り
。
増
地
以
外
は
取
り
に
行
く
作
戦

だ
っ
た
。
繁
昌
も
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
。

下
出
は
主
将
と
い
う
こ
と
で
本
人
も
重
責
を
担

っ
た
が
、
今
回
は
初
戦
か
ら
日
本
道
路
公
団
に
１

１
１
と
か
、
き
つ
い
試
合
だ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
の

優
勝
で
感
激
し
て
い
ま
す
。

′
提 ‐
付

４
年
ぶ
り
優
勝
の
旭
化
成
チ
ー
ム

決勝戦 下出が増地に技有優勢勝

定例総会で挨拶する阿南議長 (中央)

定
時
総
会
」
開
催
さ
れ
る

第
３６
回
定
時
総
会
は
、
５
月
３．
日
ω
９
時
１５

分
か
ら
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
・
９
階

舞
子
の
間
（神
戸
市
）
で
開
催
さ
れ
平
成
９
年
度

事
業
の

「明
日
へ
／
神
戸
　
労
働
大
臣
杯
争
奪

第
４７
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
」
は

じ
め
下
記
の
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
ま

で
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

な
お
、
定
時
総
会
に
先
立
ち
理
事
会
が
開
催

さ
れ
同
議
案
が
了
承
さ
れ
た
。

平
成
８
年
度
事
業
報
告

平
成
８
年
度
収
入
支
出
決
算

平
成
９
年
度
事
業
計
画

平
成
９
年
度
収
入
支
出
予
算

平
成
９

●
１０
年
度
役
員



男子第一部成績表

優 勝 旭 化 成 工 業

準優勝 新 日 本 製 鐵
第 3仕 京 葉 ガ ス

第 3仕  日本中央競馬会

新 日本製鐵  I

上    組  2

髯  ご  う 3

九 州 電 力 4

京 葉 ガ ス 5

旭  化  成  6

日本道路公団 7

新 日鐵広 畑 8

NTT東 京  9

清 水 建 設 10

日本中央競馬会 H

そ

日

Ｎ

【1 回 戦】

ご  う 1-①代九
本 道 路 公 団 4-0新
TT東 京 2-1 清

州 電  力
日 鐵 広 畑

水 建  設

新   日
九 州
旭  化
N T T

新   日
石 田輝 也

湊 谷 知 幹

増 地 克 之

○養 父 直 人

岡 泉  茂

【2 回 戦】

鐵 5-0
カ 0-3
成内①-1
京 0-2

上     組
京 葉 ガ ス

日本 道 路 公 団

日本 中央競馬会

電

東

第 1試合

新   日
○吉 田 秀 彦

○湊 谷 知 幹

養 父 直 人

○増 地 克 之

○岡 泉  茂

第 2試合

旭   化
○繁 昌 久 哲

○案 原 信 一

中村 佳 央

○下 出 善 紀

窪 田  茂

鐵  4-0
4段 内  股
4段 大内刈り
5痘隻 

―4段 技  有
5段 効  果

成 3-0
3段 効  果
3段 有  効
4段

―5段 注  意
3F隻  

―

【準 決 勝】

京 葉 ガ ス

山 本 兼 治 3段

上 本 裕 祥 4段

赤井澤一晴 3段

山 岸 裕 二 3段

中 嶋 一 也 3段

日本 中央競馬会

松 本 昌 広 3段

大 漉 賢 司 3段

藤 本 博 史 3段

佐々木伸也 3段

秋 山勝 彦 5段

旭   化   成
窪 田  茂 3段
繁 昌 久 哲 3段

下 出 善 紀 5段○

案 原 信 -3段
中 村 佳 央 4段

勝】【決

近 永 高 井 矢 上 繁 集 下

藤 井 崎 上 野 屋 昌 原 出

真  新 正 智 好 久 信 善
也 忍 一 広 彦 英 哲 一 紀

［男
子
］

第
１
部

第
二
部

第
二
部

［女
子
］

第

一
部

第
二
部

（旭
化
成
工
業
）

（旭
化
成
工
業
）

（旭
化
成
工
業
）

（東
芝
）

（東
芝
）

（ダ
イ
コ
こ

（２．
世
紀
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）

（狙
世
紀
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）

（大
末
建
設
）

（ダ
イ
コ
ロ
）

（ダ
イ
コ
こ

（塩
谷
建
設
Ａ
）

（塩
谷
建
設
Ａ
）

（新
日
本
製
鐵
）

（新
日
本
製
鐵
）

（綜
合
讐
備
保
障
Ａ
）

（日
本
道
路
公
団
）

（九
州
電
力
）

（明
送
）

佐 保 柳 菅

吾想望憂
子 子 鈴 子

横 吉  岡 養
山 野  泉 父
勇 賢   直
一 治  茂 人

生 測

稲 田

良 昌

輔 樹

立

野
千

代

里

（ヽ
鼻

９

乙

上

野

文

子

砲
鏡

∈



東
芝
軽
量
級
が
活
躍

９０
地
以
下
が
３
人
も
い
る
ス
マ
ー
ト
な
チ
ー
ム

そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー
ド
と
決
め
技
を
持

っ
て
い
る
の

も
強
味
だ
。
た
と
え
ば
１７４

ｃｍ
ヽ
７８
地
の
土
屋
を
準

決
勝
か
ら
起
用
し
、
綜
合
警
備
Ａ
竹
下
（１８０

ｃｍ
、
‐３５

地
）
を
投
げ
、
上
四
方
固
め
で
得
点
し
た
。
決
勝
戦

で
は
小
久
保
主
将
（１７４

側
ヽ
８６
地
）
が
ダ
イ
コ
ロ
の

金
建
秀
（１８５

側
ヽ
‐５０
地
）
と
両
者
反
則
負
け
に
持
ち

込
ん
だ
こ
と
が
東
芝
優
勝

へ
流
れ
を
変
え
た
。
「
１２

年
間
も
韓
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
君
臨
し
、
内

股
の
切
れ
味
は
定
評
が
あ

っ
た
。
今
大
会
も
東
洋

水
産
の
関
根
と
引
き
分
け
、
日
本
道
路
公
団
の
千

葉
を
右
送
り
足
払
い
で

一
本
勝
ち
し
て
い
る
。
」
だ

が
、
小
久
保
戦
で
ダ
イ
コ
ロ
の
流
れ
が
変
わ
っ
た

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト

東
芝
。
日
沖
　
公
監
督

一
昨
年
は
第
２
部
、
昨
年
は
第
１
部
だ
っ
た
。

な
か
な
か
定
着
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
１
部
復
帰

が
目
標
で
す
。
み
な
、
自
分
の
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

が
あ
っ
て
、
い
っ
し
ょ
の
練
習
が
出
来
な
い
。
土

曜
日
に
な
る
と
武
大
に
行
っ
た
り
、
日
体
大
に
行

っ
た
り
。
し
か
し
軽
量
級
が
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ

た
。
チ
ー
ム
と
し
て
１２０
％
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
で
き

た
。

費手■1“

ダ イ コ ロ

福 井 宏 治 4段

○金 建 秀 4段
○井 上 正 広 3段

金 谷  雄 4段
小 川 豊 清 3段

東     芝
○矢 野 智 彦 3段

小久保純史 3段

斉 藤 秀 二 4段

○土 屋 好 英 3段

小 林 弘 幸 3段

【準 決 勝】

2  -―  |

効  果
足 払 い

大 外 刈

―

―

第二部初優勝の東芝チーム

日本 道 路 公 団   東
尾 辻 太 輔 3段○  旭
千 葉 大 輔 3段   東
永 瀬 博 ± 3段   日
手 塚 智 貴 4段

横 山 勇 -4段

化 成
洋 水
本 通

【準々決勝】

芝 4-0セ  コ  ム
A O-5 綜 合 警 備保 障 A

産 1-3ダ イ コ ロ

運 1-③ 日 本 道 路 公 団

勝】【決

ダ イ コ ロ
福 井 宏 治 4段

金 建 秀 4段

井 上 正 広 3段

金 谷  雄 4段
小 川 豊 清 3段○

東     芝
矢 野 智 彦 3段

小久保純史 3段

斉 藤 秀 二 4段

○土 屋 好 英 3段

○小 林 弘 幸 3段

【準 決 勝】

② -2
警  告

―
有  効
上四方固

上四方固

線合警備保障 A

吉 野 賢 治 3段△

金 野  潤 4段
上水研一朗 3段○

竹 下 伸 -3段
南 波 祐 二 3段

2  -―  |

縦四方固

両者反則負

―
効

有

有

技



東     芝

豊 田 自動織 機

自衛隊体育学校

三 菱化 学 物 流

東 京 消 防 庁

王 子 製 紙

セ  コ  ム

新 日鐵 名 古 屋

木 島 学 園

西 興 産 業

旭 化 成  A

三 井 生 命

東     レ

綜合警備保障 A

ダ イ コ 回 B

東 京 消 防 庁

近 畿 通 関

セ コム上 信 越

中央市場柔道会

大 末 建 設

ク ラ レ岡 山 A

」 R東 日本 B

MICイ ンターナショナル

山 形 市 役 所

深井トレーニング

テ イ ジ ン松 山

九 州 電 力

十全会聖明病院

日 本 生 命 B

そ  ご  う

I

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

I

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

男子第二部成績表

優 勝 東     芝  第 3仕 線合警備保障 A
準優勝 ダ イ コ ロ  第 3仕  日本道路公 団
以上の 4チームは次年度第一部に昇格する

男子第二部成績表

イ憂 月勝 21世紀エンタープライズ 第 3位 九 州 電 力

第 3仕 明     送準優勝 大 末 建 設

15東 洋 水 産

16デ ン ソ ー

17旭 化 成 B

18ア イ シ ン精 機

19新 日 鐵 八 幡

20ミ ツ ウ ロ コ

21 ダ イ コ ロ

22 トヨタ 自動 車

23 日 本 通 運

24 綜合警備保障 B

25タ ッ グ 高 宮

26常 盤 薬 品

27近 畿 通 関

28 日本 道 路公 回

17日 本 生 命 A

18東 洋 水 産

19京 阪 電 鉄

20日 本 通 運 B

21 本 田技研 熊 本

22東  芝  A

23 21世紀エンタープライズ

24東 日本キヨスク

25明     送

26 セ  コ  ム

27大 阪 ガ ス

28 喜多村合金製作所

29ダ イ コ ロ A

30 日本柔整請求サービス

3十  三菱重工名古屋

32 東 レ 滋 賀



新
風
、
二
十

一
世
紀
Ｅ
Ｐ

初
め
て
聴
く
チ
ー
ム
名
が
７
試
合
最
後
ま
で
残

っ
た
。
昨
年
ま
で
福
岡
市
の
警
備
保
障
会
社
に
勤

務
し
て
い
た
監
督
が
環
境
開
発
グ
ル
ー
プ
の
同
社

へ
入
社
。
２．
世
紀
の
安
全
を
提
供
す
る
と
い
う
の

が
新
社
名
で
、
そ
の
要
員
は
柔
道
部
だ
。
福
岡
大

を
中
心
に
集
め
、
新
加
盟
の
西
日
本
実
業
団
大
会

（４
月
１３
日
、
尼
崎
）
の
第
３
部
優
勝
、
そ
の
勢
い

に
乗

っ
た
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

二
十

一
世
紀
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

森
田
　
孝
監
督

福
岡
市
内
で
は

一
流
の
九
電
さ
ん
と
週
二
回
練

習
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
み
ん
な
自
分
の
力
を
信
じ

て
や
れ
と
励
ま
し
た
が
、
優
勝
は
そ
の
結
果
と
思

＞うノ。

21世紀エンタープライズ

○内 藤 寿 是 3段

△ナ|1上 靖 人 3段

森 岡 充 祐 3段

高 崎 新 -3段
○永 井  忍 2段

明      送
山 口 浩 司 3段

和 合  徹 3段
生 稲 良 輔 3段○

南 保 徳 双 4段

井 上 高 良 4段

決勝戦 安元をすくい投げで攻める泰岡

【準 決 勝】 【準 々 決 勝】

ダ イ コ ロ B l-2大 末 建 設

Mにインターナショナル 2-② 九 州 電 力

日 本 生 命 A O-4肌 世紀エンタープライズ

明    送 3-2ダ イ コ ロ A

【準 決 勝】

3  -―  |

背 負 投

警  告
横四方固

―
袈 裟 回

【決   勝】

大  末  建  設  | ―- 4 2世 紀エンタープライズ

田 中 英 孝 3段 指  導 内 藤 寿 是 3段○
○近 藤 真 也 4段 払 い 腰 ナ|1上 靖 人 3段

安 元  剛 3段 効  果 森 岡 充 祐 3段○
藤 田 具 巳 4段 合わせ技 高 崎 新 -3段 ○
宮之前廣和 3段 けさ固め 永 井  忍 2段○
※トーナメント表 (三回戦以上)は前頁 (5)に掲載した。

大 末 建 設

○田 中 英 孝 3段

○近 藤 真 也 4段

安 元  剛 3段
藤 田 具 巳 4段

○宮之前廣和 3段

九 州 電  力
横 川 義 輝 2段

高 山 哲 也 2段

測 田 昌樹 3段○

倉 石 豊 和 2段○

古 野 正 豊 1段

3  --  2

合  技
内  股
技  有
横四方固

払  腰

第二部優勝の新星2世紀エンターブライズ



ダ
イ
コ
ロ
大
差
で
初
Ｖ

豪
華
な
顔
ぶ
れ
の
対
決

パ
リ
世
界
選
手
権
日
本
代
表
の
５２
地
級
永
井
和

恵
（ダ
イ
コ
ロ
）
５６
地
級
の
立
野
千
代
里
ぐ
＼
キ
ハ

ゥ
ス
）
６６
地
級
木
本
奈
美
（住
友
海
上
）
に
加
え
、
ア

ト
ラ
ン
タ
５２
に
級
銅
メ
グ
ル
菅
原
教
子
（ダ
イ
コ

口
）
６．
地
級
金
メ
グ
ル
恵
本
裕
子
（住
友
海
上
）
の

計
５
人
が
出
て
い
る
女
子
は
豪
華
版
で
あ
っ
た
。

特
に
決
勝
戦
の
菅
原
と
立
野
戦
は
め
っ
た
に
見

ら
れ
な
い
対
決
で
菅
原

一
瞬
の
一
本
勝
ち
の
時
は
、

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
三
度
繰
り
返
し
た
。
立
っ
て
も

寝
て
も
強
い
小
笠
原
の
崩
上
四
方
固
め
を
脱
し
、

小
内
刈
で
ポ
イ
ン
ト
し
た
中
橋
は
、
ま
さ
に

〃地

獄
か
ら
の
生
還
″
の
よ
う
に
思
え
た
。
ス
ト
レ
ー

ト
に
３
点
、
ダ
イ
コ
ロ
は
前
年
２
位
の
屈
辱
を
果

た
し
、
歓
喜
の
胴
上
げ
が
続
い
た
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

選
手

一
九
の
雪
辱
戦

ダ
イ
コ
ロ
。
大
山
昭
三
監
督

実
は
優
勝
し
て

ハ
ワ
イ

ヘ
行

こ

う
／
と
選
手
が

一
丸
と
な

っ
て
い
た
。

ム
ー
ド
は
主
将
の
永
井
が
ま
と
め
た

が
、
よ
く
菅
原
が

一
本
取

っ
て
く
れ

た
。
ミ
キ
ハ
ウ
ス
さ
ん
に
は
勝
負

へ

の
あ
せ
り
が
あ

っ
た
と
思
う
。
そ
の

点
、
う
ち
は
和
や
か
な
ふ
ん
い
気
で
、

相
手
オ
ー
ダ
ー
も
予
想
通
り
当
た
り
、

そ
れ
ら
が
大
差
に
結
び

つ
い
た
と
思

＞ｎノ。

労献臣杯争守第47回全日本英来柔道団体対莉

O

4
女子第一部で初優勝を飾つたダイコロ

【優勝までの対戦成積】

第 1試合

ダ イ コ ロ
横 井 美 穂 2段

○永 井 和 恵 3段

中 橋 治 美 初段

○藤 本 哲 子 2段

OνΠ花 美 鈴 2段

第 2試合

コ    ミア    ｀ノ

衛藤裕美子 3段

北 村  文 2段
小 取 美 輪 2段

下 田仁 美 2段

国 吉 真 子 3段

第 3試合

住 友 海 上

真 壁 友 枝 3段

上田尾理恵 初段

恵 本 裕 子 3段

木 本 奈 美 2段

上 野 雅 美 初段

第 4言式合

ダ イ コ
○永 井 和 恵 3段

○菅 原 教 子 2段

○中 橋 治 美 初段

藤 本 哲 子 2段

○柳 花 美 鈴 2段

そ  ど   う
笠 崎 恭 子 初段

莱 田 由 香 初段

大 石 愛 子 2段○

松 尾 徳 子 2段

吉野貴代子 初段

3-|

分

固

果

有

腰

引

肩

効

技

払

ダ イ コ ロ
菅 原 教 子 2段○

永 井 和 恵 3段○

中橋 治 美 初段○

藤 本 哲 子 2段○

柳 花 美 鈴 2段○

0  --  5

横四方回

背 負 投

釣 込 腰

上四方固

大外刈り

―

―有  効

―

口  4-|

効  果
大外返し

ダ イ コ ロ
菅 原 教 子 2段○

永 井 和 恵 3段

中橋 治 美 初段

藤 本 哲 子 2段○

柳 花 美 鈴 2段

ミ キ ハ ウ ス

大森千賀子 2段

立野千代里 3段

小笠原守美 2段

吉 田 早 希 2段○

増 田 仁 子 3段

２

有
一０

技

果

果

腰

効

効

払

女子第 1部成績表  〈リーグ戦〉

D
臣友海上

②
コ マ ツ

③
ダイコロ ず

」

①
そ

⑤
ミキハウス 勝  負

081()負 ()今

順  位

①
住友海上

O
2-0

△
0-2

〇

一

△
0--3 2勝 2敗 3位

②
コ マ ツ

△
　
一

△

一

○
3--0

△
|―-2 1勝 3敗 4位

③
ダイコロ

〇

一

〇

一

○
3-― I

O
4-― |

4勝 0敗 優勝

①
そ ご う

△
I―-3

△

一

△
|―-3 ＼

△

一
0勝 4敗 5仕

⑤
ミキハウス

〇

一

〇

一

△
I-4

〇

一
3勝 I敗 準優勝



企
業
ス
ポ
ー
ツ
は
柔
道
が

一
番

塩
谷
建
設
・
伊
東
　
宏
監
督

富
山
県
は
２
０
０
０
年
国
体
を
控
え
て
強
化
を

始
め
、
と
く
に
筑
波
大
か
ら
佐
野
を
主
軸
に
迎
え

た
こ
と
で
優
勝
を
狙
っ
た
。
チ
ー
ム
は
創
部
７
年

目
だ
が
、
高
岡
市
の
新
道
場
落
成
式
に
筑
波
大
を

招
い
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
う
ち
は
会
長

が
５
段
、
社
長
も
６
段
の
父
子
が
企
業
ス
ポ
ー
ツ

に
は
柔
道
が

一
番
と
い
う
こ
と
で
始
め
、
社
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
作
っ
た
。
し
か
し
当
分
は
第
２

部
で
や
り
た
い
。

大 阪 府
木山奈央子

白石 千 恵

酒 向 綾 子

【準 決 勝】

警 0-1肥 後 銀 行 A

2段

―

 本田美和子 3段
3段 有  効 山 内  薫 2段○
2段

―

上 野 文 子 2段

塩 谷 建 設 A

O芳 岡 知 加 2段

○佐野奈津子 2段

○保 坂 裕 子 2段

バッケン,モーツアルト

岡 野 舞 美 2段

野 本 理 紗 初段

田 中 正 美 初段

背 負 投 芳 岡 知 加 2段

内  股 佐野奈津子 2段○

―

保 坂 裕 子 2段

(代 表 戦 )

効  果 佐野奈津子 2段○

０

有

告

股

一３

技

警

内

オ リンピックチヤンピオ ン恵 本 (住友 海 上 )も 出場

第一試合 恵本 (左)対 下口(コ マツ)の対戦

【決  勝】
肥 後 銀 行 A I― 1塩 谷 建 設 A
○本田美和子 3段

山 内  薫 2段
上 野 文 子 2段

上 野 文 子 2段

女子第 2部優勝の塩谷建設

女子第二部成績表

大 阪 府 警 I

塩 谷 建 設 B 2

肥 後 銀 行 A 3

京 阪 電 鉄 4

セ  コ  ム 5

肥 後 銀 行 B 6

日 本 生 命 7

塩 谷 建 設 A 8

西 興 産 業 9

辰     野  10
バッケン・モーツァルト II

谷 建 設 A

［あ

と

が

き
口

「本
大
会
は
、
昭
和
二
六
年
、
戦
後
の
復
興
に
関

わ
る
産
業
界
か
ら
、
鉄
鋼
・繊
維
・電
気
業
界
を
中

心
に
三
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
わ
が
国
の
経
済
成
長
と
と
も
に
各
産
業

分
野
が
発
展
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
が
、
各
社
で
採

用
さ
れ
た
柔
道
人
は
社
業

に
精
励
す
る
と
同
時
に
、

実
業
柔
道

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
回
は
巾
広

い
産
業
分
野
か
ら

一
三

〇
を
超
え
る
チ
ー
ム
の
参
加
を
み
る
充
実
し
た
大

会
に
成
長
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
そ
の
他
数
々
の
国
際
大
会

に

お
け
る
選
手
の
活
躍
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
実

業
柔
道

の
レ
ベ
ル
は
年
々
向
上
し
て
お
り
、
今
や

わ
が
国
柔
道
躍
進

の
推
進
役
と
し
て
そ
の
役
割
は

な
お

一
層
重
要

に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
。

本
大
会

に
出
場
さ
れ
る
選
手
諸
君
は
、
こ
の
よ

う
な
認
識
に
立
ち
、
実
業
柔
道

の
掲
げ
て
い
る
理

想
と
目
的

の
実
現
に
向
け
、
日
頃
鍛
え
た
練
習
の

成
果
を
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
、
正
々
堂
々
の
試
合

を
展
開
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。

（齋
藤
裕
会
長
あ

い
さ
つ
か
ら
抜
粋
）
。
」

今
回
は
、
齋
藤
会
長

の
期
待
を
超
え
る
充
実
し

た
素
晴
ら
し
い
大
会
で
あ

っ
た
。

恵
本
裕
子
選
手
は
じ
め
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界

選
手
権
、
全
日
本
選
手
権
大
会
な
ど
で
メ
グ

ル
を

獲
得
し
た
多
数
の
選
手
た
ち
が
出
場
、
活
躍
し
た
。

男
子
第

一
部
決
勝
戦
は
じ
め
手
に
汗
握
る
緊
迫
し

た
熱
戦
が
随
所
で
展
開
さ
れ
観
る
人
々
を
魅
了
し

感
動
を
与
え
た
。

本
大
会

の
成
功

に
ご
支
援

い
た
だ
い
た
神
戸
市
、

兵
庫
県
柔
道
連
盟
、
関
係
諸
団
体

・
各
位
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
事
務
局
長
　
村
井
正
芳
記

印 取 発 発 発

犠
行  行

刷 力 人 行 日

１
９
９
７
年
６
月
２０
日

全
日
本
実
業
柔
道
連
盟

事
務
局
長

村
井
正
芳

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

宮
澤
正
幸

ダ

イ

コ
ロ
株
式
会
社


